
 

平成 25事業年度 

財務レポート 

 

FINANCIAL REPORT 

2013 





財務諸表等の概要 ････････････････････････ 1
・貸借対照表Ｂ／Ｓ ････････････････････ 1
・損益計算書Ｐ／Ｌ ････････････････････ 3
・キャッシュ・フロー計算書 ････････････ 5
・国立大学法人等業務実施コスト計算書 ･･ 6

財務指標による分析 ･･････････････････････ 7

財務状況 ････････････････････････････････ 9

福大 ＨＯＴ NEWS ･････････････････････ 11 

松岡キャンパス

敦賀キャンパス 附属病院新病棟完成
平成２６年９月ＯＰＥＮ

文京キャンパス

－ＩＮＤＥＸ－



◆貸借対照表Ｂ／Ｓ

財務諸表等の概要

貸借対照表とは、平成26年3月31日時点で本学がどのくらいの資産を保有し、外部にどれだけ
の債務を負っているか、基盤となる純資産はどれだけあるかなど財政状態を表示したものです。

区 分 平成24年度 平成25年度 増減額

資産の部

固定資産

土地 42,278 42,278 0 

建物 17,590 18,399 809 

構築物 320 383 63 

工具器具備品 6,626 6,845 219 

図書 2,534 2,571 37 

美術品・収蔵品 49 49 0 

建設仮勘定 2,739 8,075 5,336 

特許権 7 13 6 

ソフトウェア 25 41 16 

特許権仮勘定 64 47 ▲17 

その他 15 11 ▲4 

流動資産

現金及び預金 11,068 15,411 4,343 

未収学生納付金収入 30 39 9 

未収附属病院収入 2,362 2,421 59 

その他未収入金 250 711 461 

たな卸資産 36 32 ▲4 

医薬品及び診療材料 192 121 ▲71 

その他 41 27 ▲14 

資産合計 86,227 97,476 11,249 

注）単位未満は四捨五入しており、計は必ずしも一致しません。

主な増減理由

医学部附属病院病棟新営工
事に伴う増

工学系実験棟新営,ﾒﾃﾞｨｶﾙｼﾐｭ

ﾚｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ新営に伴う増

（文京）基幹・環境整備
（給水設備等改修）

（松岡）基幹整備
（給水設備等）

補助金，受託・共同研究による増

医学部附属病院病棟新営そ

の他工事費用の未払金増に

伴う増

医薬品の減少に伴う減

人事給与システム，グループ

ウェアシステム，ＧＡＫＵＥＮ

ＥＸ就職システムによる増

平成25年度末現在の資産は、前年度比112億4千9百万円（13.0％）増の974億7千6百万円となって
います。
主な増加要因としては、建設仮勘定が、附属病院病棟新営など工事中の建物の増加等により前年
度比 53億3千6百万円（194.8％）増の80億7千5百万円となったこと、建物が新営により前年度比 8億9
百万円（4.6％）増の183億9千9百万円となったこと、工具器具備品が、取得により前年度比 2億1千9
百万円（3.3％）増の68億4千5百万円となったことが挙げられます。

資 産
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主な増減理由
区 分 平成24年度 平成25年度 増減額

負債の部

固定負債

資産見返負債 7,227 9,486 2,259 

財務・経営センター負担金 1,857 1,519 ▲338 

長期借入金 4,798 9,048 4,250 

長期リース債務 1,103 610 ▲493 

その他 162 187 25 

流動負債

運営費交付金債務 2,187 1,455 ▲732 

寄附金債務 3,726 3,857 131 

前受受託研究費等 128 144 16 

財務・経営センター負担金 369 338 ▲31 

長期借入金償還金 376 362 ▲14 

未払金 3,959 9,258 5,299 

短期リース債務 571 540 ▲31 

その他 657 686 29 

負債合計 27,120 37,490 10,370 

純資産の部

資本金 50,666 50,666 0 

資本剰余金

資本剰余金 11,488 13,016 1,528 

損益外減価償却累計額 ▲9,585 ▲10,417 ▲832 

その他 ▲2 ▲2 0 

利益剰余金

教育研究環境向上積立金 903 903 0 

積立金 820 818 ▲1 

前中期目標期間繰越積立金 4,819 4,819 0 

当期未処分利益(未処理損失) ▲ 1 183 184 

純資産合計 59,108 59,985 877 

負債・純資本合計 86,227 97,476 11,249 

注）単位未満は四捨五入しており、計は必ずしも一致しません。

（単位：百万円）

25年度返済による減

運営費交付金財源購

入資産，補助金財源購

入資産の増

補正予算（復興関連事

業）等，退職手当等の

繰越額，業務達成基準

適用事業費の減

リース資産購入減に伴う

長期リース債務の減

施設費を財源に取得

した固定資産の増

（主なもの）

・設備整備事業

（ヘリウム液化・回収

システム等）

・施設整備事業

（総合研究棟Ⅳ-2工

学系等）

25年度借入による増

（期末における主な未
払金内訳）

医学部附属病院病棟
新営その他工事

平成25年度末現在の負債は、前年度比 103億7千万円（38.2％）増の374億9千万円となっています。
主な増加要因としては、長期借入金が前年度比 42億5千万円（88.6％）増の90億4千8百万円となっ
たこと、未払金が前年度比 53億円（133.9％）増の92億5千8百万円となったことが挙げられます。主な
減少要因としては、長期リース債務が前年度比 4億9千3百万円（44.7％）減の6億1千万円となったこと、
財務・経営センター債務負担金が、償還により前年度比 3億3千8百万円（18.2％）減の15億1千9百万
円となったことが挙げられます。

負 債

平成25年度末現在の純資産は前年度比8億7千7百万円（1.5％）増の599億8千5百万円となっていま
す。主な増加要因としては、資本剰余金が施設費による資産取得により前年度比15億2千8百万
（13.3％）増の130億1千6百万円となったことが挙げられます。

純資産
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◆損益計算書Ｐ／Ｌ

財務諸表等の概要

損益計算書とは、平成25年度の１年間に本学が業務運営を行う上で費用がいくらかかり、収入
がいくら入ったかなどの財政面から見た１年間の運営状況を表示したものです。

主な増減理由
区 分 平成24年度 平成25年度 増減額

経常費用

業務費

教育経費 1,446 1,407 ▲39 

研究経費 1,670 1,738 68 

診療経費 8,485 8,971 486 

教育研究支援経費 394 431 37 

受託研究費 927 676 ▲251 

受託事業費 91 113 22 

役員人件費 85 87 2 

教員人件費 7,194 7,464 270 

常勤教員給与 5,715 5,865 150 

非常勤教員給与 1,479 1,599 120 

職員人件費 7,106 7,417 311 

常勤職員給与 6,032 6,234 202 

非常勤職員給与 1,074 1,183 109 

一般管理費 611 607 ▲4 

財務費用 164 153 ▲11 

経常費用合計 28,174 29,064 890 

臨時損失

固定資産除却損 6 6 0 

前期損益修正損 5 5 0 

その他 8 0 ▲8 

臨時損失合計 19 11 ▲8 

退職手当,特命教員等の増
加に伴う増

医員、看護師、コ･メディカ

ル等の増加に伴う増

受託研究受入減少に伴う
減

24年度に学生支援セン
ター、総合研究棟（医学
系）改修に伴う修繕等が
あったため25年度は減

補助金を財源とした執行増
加に伴う増

診療実績増加に伴う診療
経費（材料費等）の増

教育経費 1,407 (5%)

研究経費 1,738 (6%)

診療経費 8,971 

(31%)

教育研究支援経費 431 

(1%)

受託研究費 676 (2%)

受託事業費 113 (0%)役員人件費 87 (0%)

教員人件費 7,464 

(26%)

職員人件費 7,417 

(25%)

一般管理費 607 (2%)

財務費用 153 (1%)
臨時損失 11 (0%) 当期総利益183 

費用合計
29,064
百万円

教育経費

研究経費

診療経費

教育研究支援経費

受託研究費

受託事業費

役員人件費

教員人件費

職員人件費

一般管理費

財務費用

臨時損失

当期総利益

（単位：百万円）

費用の内訳
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運営費交付金収益

8,289 (28%)

授業料収益 2,352 (8%)

入学金収益 379 (1%)

検定料収益 89 (0%)

施設費収益 49 (0%)

補助金等収益 678 (2%)附属病院収益 14,878 

(51%)

受託研究等収益 723 

(3%)

受託事業等収益 108 

(1%)

寄附金収益 327 (1%)

講習料収益 40 (0%)

資産見返負債戻入

998 (4%)

財務収益 6 (0%)

雑益 333 (1%) 臨時利益 6 (0%)

収益合計
29,251
百万円

運営費交付金収益

授業料収益

入学金収益

検定料収益

施設費収益

補助金等収益

附属病院収益

受託研究等収益

受託事業等収益

寄附金収益

講習料収益

資産見返負債戻入

財務収益

雑益

臨時利益

（単位：百万円）

収益の内訳

区 分 平成24年度 平成25年度 増減額

経常収益

運営費交付金収益 7,599 8,289 690 

授業料収益 2,395 2,352 ▲43 

入学金収益 378 379 1 

検定料収益 89 89 0 

施設費収益 143 49 ▲94 

補助金等収益 465 678 213 

附属病院収益 14,432 14,878 446 

受託研究等収益 932 723 ▲209 

受託事業等収益 88 108 20 

寄附金収益 329 327 ▲2 

講習料収益 40 40 0 

資産見返負債戻入 939 998 59 

財務収益 6 6 0 

雑益 347 333 ▲14 

経常収益合計 28,182 29,251 1,069 

経常利益 8 187 179 

臨時利益

固定資産売却益 0 - 0 

資産見返運営費交付金等戻入 1 0 ▲1 

資産見返寄附金戻入 4 6 2 

資産見返物品受増額戻入 0 0 0 

前期損益修正益 3 0 ▲3 

償却債権取立益 0 0 0 

当期純利益 ▲1 183 184 

目的積立金取崩額 0 0 0 

当期総利益 ▲ 1 183 184 

【入院】
・手術件数増加による増
【外来】
・外来患者数の増加に
よる増
・高額な薬剤を使用する
注射件数増加による増

資産取得増加に伴う収益
化額（修繕費等支出）の減

退職手当等,プロジェクト経

費等増加に伴う収益化額

の増

受入額増加に伴う費用支

出額（収益化額）の増

（主なもの）

医療消耗器具備品費，

人件費（教員・職員）

受託研究受入減少に伴う
減

主な増減理由
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◆キャッシュ・フロー計算書

財務諸表等の概要

キャッシュ・フロー計算書は、一会計期間におけるキャッシュ・フローの状況を「業務活動」・「投
資活動」・「財務活動」の３つの区分で表示するものであり、貸借対照表及び損益計算書と同様に、
本学の活動全体を対象とする重要な情報を提供するものです。

区 分 平成24年度 平成25年度 増減額

Ⅰ 業務活動によるキャッシュ・フロー 4,205 4,006 ▲199 

原材料、商品又はサービスの購入による支出 ▲10,040 ▲9,949 91 

人件費支出 ▲14,652 ▲14,870 ▲218 

その他の業務出 ▲614 ▲563 51 

運営費交付金入 9,481 9,016 ▲465 

授業料収入 2,428 2,367 ▲61 

入学金収入 375 365 ▲10 

検定料収入 89 89 0 

附属病院収入 14,458 14,813 355 

受託研究等収入 983 654 ▲329 

受託事業等収入 84 96 12 

寄附金収入 650 477 ▲173 

補助金等収入 588 1,072 484 

財産貸付料等入 83 84 1 

科学研究費補助金等の増減 25 28 3 

その他収入 267 327 60 

小 計 4,205 4,006 ▲199 

国庫納付金の支払額 － － －

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー ▲3,835 ▲547 3,288 

有形固定資産の取得による支出 ▲4,045 ▲4,957 ▲912 

無形固定資産の取得による支出 ▲14 ▲38 ▲24 

有形固定資産及び無形固定資産の売却による収入 0 0 0 

定期預金の払出・預入による収入支出 ▲1,460 2,300 3,760 

施設費による収入 1,677 2,141 464 

国立大学財務・経営センターへの納付による支出 － － －

資産除去債務の履行による支出 － － －

敷金・保証金の差入れによる支出 － － －

小 計 ▲3,841 ▲554 3,287 

利息及び配当金の受取額 6 7 1 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー 377 3,184 2,807 

長期借入金による収入 1,748 4,612 2,864 

国立大学財務・経営センター債務負担金返済 ▲408 ▲369 39 

長期借入金の返済による支出 ▲317 ▲376 ▲59 

リース債務の返済による支出 ▲479 ▲528 ▲49 

小 計 544 3,339 2,795 

利息の支払額 ▲167 ▲155 12 

Ⅳ 資金に係る換算差額 － － －

Ⅴ 資金増減額 747 6,643 5,896 

Ⅵ 資金期首残高 5,510 6,257 747 

Ⅶ 資金期末残高 6,257 12,900 6,643 

【増要因】
（主なもの）
・附属病院収入増
・補助金等の受入

額増
【減要因】
（主なもの）
・運営費交付金収
入の減
・受託研究等の受
入額減
・病院雇用増に伴う
人件費支出増

【増要因】
（主なもの）
・病棟新営工事に伴
う借入金の増

【増要因】
（主なもの）
・病棟新営工事未払
金資金増に伴う増

（単位：百万円）

業務活動に
よる

資金調達等
＋４０億円

投資活動に
よる

資金利用等
▲５億円

財務活動に
よる

資金調達等
＋３２億円

平成２５年度
キャッシュ増加額
＋６６億円
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◆国立大学法人等業務実施コスト計算書

財務諸表等の概要

国立大学法人等業務実施コスト計算書とは、国立大学法人等の業務運営に関して、国民の負担
に帰せられるコストを示すものです。
平成25年度本学の業務運営上、納税者たる国民の負担していただいているコストは10,346百万
円(国民1人当たり約85円)です。 【平成25年度 国立大学法人平均 15,005百万円（国民1人当たり約123円）】

（単位：百万円）

区 分 平成24年度平成25年度 増減額

Ⅰ 業務費用 8,924 9,627 703 

（１）損益計算書上の費用 28,192 29,074 882 

業務費 27,398 28,304 906 

一般管理費 611 607 ▲4 

財務費用 164 153 ▲11 

臨時損失 19 11 ▲8 

（２）（控除）自己収入等 ▲19,268 ▲19,447 ▲179 

授業料収益 ▲2,395 ▲2,352 43 

入学料収益 ▲378 ▲379 ▲1 

検定料収益 ▲89 ▲89 0 

附属病院収益 ▲14,432 ▲14,878 ▲446 

受託研究等収益 ▲932 ▲723 209 

受託事業等収益 ▲88 ▲108 ▲20 

寄附金収益 ▲329 ▲327 2 

その他収入 ▲40 ▲40 0 

資産見返運営費交付金等戻入（授業料） ▲201 ▲211 ▲10 

資産見返寄附金等戻入 ▲160 ▲160 0 

建設仮勘定見返運営費交付金戻入（授業料） ▲5 ▲11 ▲6 

財務収益 ▲6 ▲6 0 

雑益 ▲207 ▲155 52 

臨時利益 ▲6 ▲6 0 

Ⅱ 損益外減価償却相当額 829 852 23 

損益外減価償却相当額 829 852 23 

損益外固定資産除却相当額 － － －

Ⅲ 損益外減損損失相当額 － － －

Ⅳ 損益外利息費用相当額 0 0 0 

Ⅴ 損益外除売却差額相当額 3 0 ▲3 

Ⅵ 引当外賞与増加見積額 ▲47 58 105 

Ⅶ 引当外退職給付増加見積額 ▲437 ▲653 ▲216 

Ⅷ 機会費用 414 461 47 

国又は地方公共団体の無償又は減額された使用
料による

貸借取引の機会費用 122 121 ▲1 

政府出資の機会費用 292 340 48 

無利子又は通常より有利な条件による融資取引
の機会費用

－ － －

Ⅸ （控除）国庫納付額 － － －

Ⅹ 国立大学法人等業務実施コスト 9,686 10,346 660 

【増要因】
（主なもの）
・附属病院収入増に伴
う診療経費の増加

・病院雇用増に伴う人
件費の増加
・退職手当の増加

【業務費用】
９６億円

～国の財源で賄われ
ているコスト～

損益計算書の費用か
ら授業料収益や病院
収益等の自己収入を
差し引いたもの。

【機会費用】
５億円

～免除・軽減されてい
るコスト～
国等から無償借受し

ている財産や国が法
人へ出資している資本
等を他の投資へ振り
替えたら得られたであ
ろう相当額を利益喪失
の費用として認識。

【損益外費用】
３億円

～損益計算書に計上
されていないコスト～
国から出資された資

産等の減価償却、除
却損及び一部の退職
手当など、制度上費用
に反映されていない負
担相当額。

平成２５年度業務実施コスト
１０３億円（国民1人当たり約８５円）
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指 標 名
同規模大学 本 学

平成25年度平均
値

平成24年度 平成25年度 増減（25-24）

流動比率 113.9％ 116.8％ 112.8％ ▲4.0％

自己資本比率 55.9％ 68.5％ 61.5％ ▲7.0％

業務費対教育経費比率 5.5％ 5.3％ 5.0％ ▲0.3％

業務費対研究経費比率 6.0％ 6.1％ 6.1％ 0.0％

学生当教育経費 262千円 284千円 277千円 ▲7千円

教員当研究経費 2,470千円 2,760千円 2,931千円 171千円

外部資金比率 5.0％ 4.8％ 4.0％ ▲0.8％

経常利益比率 1.2％ 0.0％ 0.6％ 0.6％

人件費比率 50.4％ 52.5％ 52.9％ 0.4％

一般管理費比率 2.8％ 2.2％ 2.1％ ▲0.1％

診療経費比率 66.0％ 58.8％ 60.3％ 1.5％

附属病院収入対
長期借入金返済
比率

7.8％ 5.0％ 5.0％ 0.0％

財務指標による分析

◆ 各財務指標の を付した指標は比率が高いほど、 を付した指標は比率が低いほど良
好な状況を示しています。また、前年度と比較して、各指標が改善している場合には、
悪化している場合には、 変化が無い場合には、 を付しています。

◆ 同規模大学とは、医学系学部その他の学部で構成され、学生収容定員１万人未満の２５国
立大学法人です。

収
益
性

活
動
性

発
展
性

効
率
性

健
全
性

国立大学法人として継続的安定的に高等教育サービスを提供するためには一定
の財務の健全性（安定性）が必要となります。

活
動
性

健
全
性

国立大学法人は教育研究を行うところですから、教育研究や管理業務の活動状況
を財務的に把握することが重要です。

発
展
性

国立大学法人の発展性は、財務的には、収益性を高めて財務体質を強化してい
る程度を示しており、付加価値の増加分と言い換えることができます。
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公 式 指標の意味

流動資産 ／ 流動負債
１年以内に支払うべき債務（流動負債）に対して、１年以内

に現金化可能な流動資産がどの程度確保されているかを示す。

自己資本（純資産）／（負債＋純資産）
総資産に対する自己資本の比率であり、財務の健全性を示す

指標。この比率が高いほど大学の安定性（健全性）が高い。

教育経費 ／ 業務費
業務費に対する教育経費を示す指標。

この比率が高いほど教育活動に使用される経費割合が高い。

研究経費 ／ 業務費
業務費に対する研究経費を示す指標。

この比率が高いほど研究活動に使用される経費割合が高い。

教育経費 ／ 学生数（人）

学生１人当たりの教育規模を示す指標。

この値が高いほど学生１人当たりの教育に要する経費が大きい。

研究経費 ／ 教員数（人）
教員１人当たりの研究活動規模を示す指標。

この値が高いほど研究活動で使用される経費が大きい。

（受託研究等収益＋受託事業等収益
＋寄附金収益） ／ 経常収益

外部資金収益の経常収益に占める割合を示す指標。

この比率が高いほど外部資金への依存度が高い。

経常利益 ／ 経常収益
経常収益に対する大学の事業活動によって得た利益の割合を

示す指標。この比率が高いほど事業の合理性と能率性が高い。

人件費 ／ 業務費
人件費の業務費に対する割合を示す指標。この比率が小さい

ほど大学の効率性が高い。（教育経費や研究経費を重視）

一般管理費 ／業務費
一般管理費の業務に対する割合を示す指標。この比率が小さ

いほど大学の効率性が高い。（教育経費や研究経費を重視）

診療経費 ／ 病院収益
病院収益に対する診療経費の割合を示す指標。

この比率が低いほど病院の収益性が高い。

（長期借入金返済＋財務経営センター
納付金） ／ 附属病院収入

病院収入に対する借入金の割合を示す指標。

この比率が低いほど病院の健全性が高い。

収
益
性

効
率
性

国立大学法人には、国の税金が投入され運営されていることから、効率的な運営
は、国立大学法人にとって資源の効率的な利用になると同時に、国民の皆様にとっ
ても税金が効率的に使用されているかどうかを示す重要な要素になります。

国立大学法人は、公共的性格を有することから利潤追求という観点からの収益性
は求められていません。しかし、附属病院においては、多額の自己収入が発生し、
それに応じた経費も多額となるため、診療経費に見合う収益確保は重要となります。
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運営費交付金収益
8,289（28.3%）

附属病院収益
14,878（50.9%）

財務状況（経年推移）

（単位：百万円） （単位：百万円）

H22
年度

H23
年度

H24
年度

診療経費
8,275（30.1%）

診療経費
8,464（29.8%）

診療経費
8,485（30.1%）

人件費
13,983（50.9%）

人件費
14,650（51.6%）

人件費
14,385（51.1%）

研究経費
1,562（5.7%）

教育経費
1,157（4.2%）

教育支援経費
458（1.7%）

受託研究費等
1,238（4.5%）

一般管理費等
788（2.9%）

27,461

研究経費
1,608（5.7%）

教育経費
1,227（4.3%）

教育支援経費
449（1.6%）

受託研究費等
1,251（4.4%）

一般管理費等
759（2.7%）

28,408

研究経費
1,670（5.9%）

教育経費
1,446（5.1%）

教育支援経費
394（1.4%）

受託研究費等
1,018（3.6%）

一般管理費等
776（2.8%）

28,174

運営費交付金収益
9,305（32.6%）

附属病院収益
13,443（47.0%）

学生納付金収益
2,812（9.8%）

競争的資金等
1,520（5.3%）

その他
1,504（5.3%）

運営費交付金収益
9,187（32.1%）

附属病院収益
13,833（47.6%）

運営費交付金収益
7,599（27.0%）

附属病院収益
14,432（51.2%）

学生納付金収益
2,830（9.7%）

競争的資金等
1,666（5.7%）

その他
1,555（5.3%）

学生納付金収益
2,861（10.2%）

競争的資金等
1,350（4.8%）

その他
1,940（6.9%）

28,584

29,071

28,182

※ 競争的資金等は、受託研究等収益及び寄附金収益の合計額

合計
合計

〔経常費用の推移〕 〔経常収益の推移〕

〔運営費交付金と競争的資金等獲得状況〕
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(27%)
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(32%)
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(29%)
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(25%)
781 530 

(8%)
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(5%)
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(6%)
179 

(6%)
183 208 

(3%)
81 

(3%)
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(3%)
95 

(3%)
93 (3%)

89 

109 

(32%)
786 

(18%)
631 

(23%)
724 

(22%)
716 

(26%)
803 

647 

(11%)
267 

(33%)
1,125 

(22%)
683 

(25%)
802 (22%)

680 
1,411 

(20%)
486 

(13%)
464 (15%)

450 

(16%)
507 (17%)

535 

668 9,825 

9,875 
9,920 

9,774 

9,481 

9,016 

8,400

8,600

8,800

9,000

9,200

9,400

9,600

9,800

10,000

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

受託研究 共同研究 受託事業費 寄附金 補助金等 科学研究費補助金 運営費交付金

（単位：百万円）（単位：百万円）

※ 平成24年度及び平成25年度は、国家公務員の給与の改定及び臨時特例に関する法律の趣旨を踏まえた給与減額
支給措置の影響により、運営費交付金の額が大幅に減少している。

学生納付金収益
2,820（9.6%）

競争的資金等
1,159（4.0%）

その他
2,105（7.2%）

29,251H25
年度

教育経費
1,407（4.8%）

教育支援経費
431（1.5%）

受託研究費等
788（2.7%）

診療経費
8,971（30.9%）

人件費
14,968（51.5%）

研究経費
1,738（6.0%）

29,064

一般管理費等
761（2.6%）

H22
年度

H23
年度

H24
年度

H25
年度
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（単位：件、百万円）
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21年度

（317億円）

22年度

（303億円）

23年度

（311億円）

24年度

（336億円）

25年度

（369億円）
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科学研究費補助金

受託事業費

受託・共同研究費

寄附金

施設費

補助金

雑収入

附属病院収入

学生納付金収入

運営費交付金

（単位：億円）

●寄附金 ●科学研究費補助金

●大学運営資金（科研費、施設費等外部資金含む）

●受託研究・共同研究・受託事業・補助金

0
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21年度

（98.8億円）

22年度

（99.2億円）

23年度

（97.7億円）

24年度

（94.8億円）

25年度

（90.2億円）

8,201 8,243 8,189 7,545 7,687 

1,050 1,090 908 
794 841 

624 586 677 
1,142 488 

●運営費交付金収入

一般運営費交付金 特殊要因経費 特別経費

（単位：百万円）
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933 993 975 
781 

530 

180 149 179 

183 

208 

107 95 93 

89 

109 

1,200 

683 
802 

680 
1,411 

0

500
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3,000

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

補助金
受託事業
共同研究
受託研究

（単位：百万円）

0
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12,000

14,000
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18,000

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

12,356 13,225 
13,712 14,458 14,813 

2,922 
2,981 2,949 

2,892 2,821 

●自己収入（学生納付金・附属病院収入）

附属病院収入 学生納付金収入

（単位：百万円）
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福井大学では長期目標として、「21世紀のグローバル社会

において高度専門職業人として活躍できる人材の育成」を

掲げています。平成24年度に東海北陸地区の国立大学

で唯一採択された、文部科学省の「グローバル人材育成推

進事業」では、工学部・工学研究科を中心に「世界的な視

点をもった高度専門職業人の育成」を目指し、様々な取組

を進めています。

目指すは北陸地方のグローバル化の拠点に！ 
福井大学では、以下のような施策を推進し、地方の中小規模総合大学が実施可能な、 

これからの地方に必要なグローバル人材育成モデルの構築と実行を目指します。 

福大 ＨＯＴ ＮＥＷＳ 

「福井大学グローバル人材育成推進事業」概要 

短期海外留学プログラム 

福大 ＨＯＴ ＮＥＷＳ 

語学教育カリキュラム改革として、

平成 25 年度から工学部新入生に対

し、また平成 26 年度からは教育地

域科学部新入生に対し、週 2回の英

語授業を実施。加えて、TOEIC 及び

語彙テストを実施し、習熟度別少人

数クラス編成による教育を実施。 

平成 25 年度末に実施した工学部 1

年次生全員を対象とした TOEIC で

は、入学時と比較して平均スコアが

50 点以上上昇する等、高い成果を

挙げている。 

教育の国際的質保証や教員のグロ

ーバル教育力向上、職員の学生支援

力量向上の観点から、海外の先進大

学の視察・ベンチマークを実施。全

学 FD・SD シンポジウムや海外の先

進大学から講師を招聘して外部評

価を行い、カリキュラムや評価の改

革、学習時間の確保や学期制の見直

しなど国際的通用性を持つ教育課

程の実現を目指す。

質の高い「使える英語」の習得のため、

「語学センター」を中心に TESOL 等を

専門とした英語教育のプロフェッシ

ョナルによる実践的な英語専門教育

を実施。 
※TESOL（英語を母国語としない人たち 

向けの英語教授法） 

語学センターの交流スペース「Global 

Hub」には、留学経験豊富な学生スタッ

フや留学生が集まり、リラックスした

雰囲気の中、語学力を高め、メディア

の活用や交流イベントへの参加を通

して世界とつながることができる。ま

た、総合図書館に開設した国内トップ

クラスの言語開発センター（Language 

Development Center: LDC) には、e-

learning システムや 2,500 冊以上の

本・1,000 本以上の DVD 等の教材を備

え、充実した自主学習環境を提供す

る。 

オープンキャンパスに訪れた受験生の声 
「福井大学にこのような充実した施設が
あると知らなかった。志望校の一つとし
て考えたい」 

スピーキング練習が可能な 

遮音室の個別学習ブース（LDC） 

海外先進大視察風景 

米ブラウン大学 FD センター長を招聘 

平成 25年度は、37の短期プログラム

に延べ 210 名が留学。 

語学研修やホームステイ、グローバル

企業の見学などさまざまな経験を通

し、語学力や異文化感受性などを培

う。

Global Hub での異文化交

＜アジア＞  

韓国：東亜大学校、釜慶大学校、嶺南大学校 

台湾：国立成功大学、中国医薬大学 

中国：天津工業大学、上海理工大学、西安理工大学 

インドネシア：アイルランガ大学 

タイ：キングモンクト工科大学、 

スィーパトゥム大学、タマサート大学 

ベトナム：ハノイ工科大学 

マレーシア：プトラ大学、マラヤ大学 

バングラデシュ：クルナ科学技術大学 

＜アフリカ＞  

ウガンダ：マケレレ大学 

＜オセアニア＞  

オーストラリア：ジェームズクック大学 

ニュージーランド：オークランド大学 

＜北米＞  

アメリカ：ポートランド州立大学、 

マサチューセッツ大学ローウェル校 

カナダ：オカナガン大学、トロント大学 

＜ヨーロッパ＞  

イギリス：バーミンガム市立大学、レスター大学 

スウェーデン：チャルマース工科大学 

ドイツ：アーヘン工科大学、ハンブルク大学 

                   など 

平成25年度海外留学実績（一部）

米国・ポートランド州立大学での語学研修

主 な 取 り 組 み 

学生のニーズに合わせた 

多様な留学プログラム 

「語学センター」による 

実践的英語教育

英語インストラクターによる英語授業風景 

国際的評価に基づいた 

カリキュラム改革 

詳しくは 福井大学 語学センター 検 索 

中国・上海理工大学での専門分野型研修

（COC=「Center of Community」の略） 

福井大学ＣＯＣ事業のイメージ図 

福大 ＨＯＴ ＮＥＷＳ 

福井大学は、福井県唯一の国立大学として、地域の教育、医療、産業、まちづくり等を支える人材の育成や新たな科学的

価値の創造を通し、地域に貢献する活動を継続してきました。 

 こうした活動実績と、さらなる地域振興のための取組計画が認められ、平成25年度の文部科学省事業「地（知）の拠点整

備事業（大学COC事業）」に採択されました（申請数319件のうち採択数52件）。この事業は、大学と自治体等が連携し、全

学的に地域を志向した教育・研究・社会貢献を進めることで、地域再生・活性化の拠点となる大学を形成することを目的とし

ています。福井（福井県、福井市、永平寺町、敦賀市、勝山市、高浜町）の地域課題である重点５分野に戦略的に取り組むた

め、COC推進体制を整備するとともに、地域志向の実践力と創造力を有する学生を育成するため、教育カリキュラム等の改革

を行い、全学を挙げて「福井の知の拠点づくり」を目指します。 

Ｉ 地域再生・活性化の基盤となる「人材育成」 

○ 教育委員会等と連携した教師の実践力を培う教師教育改革 

○ 理科に強い教員養成・研修 

○ 小中高英語教員の実践的英語教育力向上 

○ 履修証明プログラム活用による社会教育関係職員等の専門 

的力量形成 

Ⅱ 地域産業の持続的な発展に資する 

「ものづくり・産業振興・技術経営」 

○ 「ふくい産学官共同研究拠点」によるイノベーション創出 

○ 「夢を形にする技術者 IMAGINEER」の産学官連携による育成 

Ⅲ 進行する少子高齢化と過疎化に対応する「地域医療の向上」 

○ 医療人育成・派遣システムの構築 

・「福井県地域医療支援センター」を設置 

・大学院博士課程「地域総合医療学コース」を設置 

○ 地域に生きる住民の健康の保持・増進 

・高齢の地域住民の心の健康に関する健診システム 

○ 「子どものこころ」の諸問題への包括的対応 

Ⅳ 自然共生社会を実現する「持続可能な社会・環境づくり」 

○ 持続可能な環境づくり 

・環境教育や ESD（持続可能な開発のための教育）指導 

による里地里山等の荒廃や環境汚染の防止 

・環境学習講義等による地域での環境活動リーダー育成 

○ まちづくり 

   ・県都のまちづくりや中小都市の都市機能強化策の共同 

研究 

Ⅴ 安全・安心に資する 

「原子力関連分野の人材育成、防災体制の確立」 

○ 原子力関連施設の連携による原子力人材の育成や原子力 

安全の研究 

○ 原子力防災体制の確立 

○ 緊急被ばく医療に強い救急総合医養成 

本事業で取り組む重点５分野の 
主な内容 

詳しくは 福井大学 COC 検 索 

地域の核となる優れた理科教員（コア・サイ

エンス・ティーチャー）を養成するプログラ

ムを教育地域科学部学生，大学院生，現職教

員を対象に実施しています。 

工学部の学生が共通教育科目で海外６カ国向け

のメガネデザインにチャレンジ。英語での情報

収集やプレゼン発表など，福井が誇る眼鏡産業

のグローバル戦略をＰＢＬ方式（問題解決型授

業）で学んでいます。 

医学部地域プライマリケア講座では，医学部

学生や研修医が地域医療実習を通して，地域

医療のやりがいと楽しさを学ぶとともに，地

域の理解を深めています。 

以上の５分野において、県内自治体と２４の事業を推進しています。 
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附属学校における 

「学校拠点方式」の 

新しい展開 

福大 ＨＯＴ ＮＥＷＳ 

■「学校拠点方式」：学校現場が大学院 

大学教員が学校に赴き、学校の抱える課題を学校と

大学とが協働で取り組む教師教育を「学校拠点方

式」と呼びます。 

学校を大学院の 

学び舎とした 

教師教育の実施

学校を大学院の学び舎とした 

教師教育の全国展開 

（教師教育改革コラボレーション）

福井大学の教員養成は、教育に携わる高度専門職業人として活躍できる人材の育成を積極的に推進しています。そのた
めに、大学における従来の教員養成を抜本的に改革し、「学校拠点方式」と呼ばれる、地域の学校を拠点にした教師教育
の革新を実現するための取組を進めています。この取組は国からも認められ、平成２４年８月２８日の中央教育審議会答
申では「教職生活の全体を通じた教員の資質能力の総合的な向上方策について」において教員養成のモデルとして紹介
されています。 
さらに、附属学校園を先端的教師教育研究の拠点と位置づけ、教育の質の高次化とそれに対応できる教員の養成のた
め、学部・研究科・附属学校園が協働して現場指導に取り組む、より一層緊密に連携した教育研究体制の構築を目指し
ています。

学校拠点方式の 

全国展開 

福井県内に 

11 校の拠点学校

と 3拠点施設 

教師の生涯にわたる職能成長を支える
研究実践型教師教育システムの構築

詳しくは 福井大学 教職大学院 検 索 

教育地域科学部 医学部 工学部 

98.5% 96.2% 94.5% 
就職率ランキング 複数学部を有する国立大学

年度 
１位 ２位 ３位 

大学名 就職率 大学名 就職率 大学名 就職率 

2014 福井大 96.7 九州工大 94.4 東京工大 93.8 

2013 福井大 95.8 名古屋大 94.2 名古屋工大 93.6 

2012 福井大 95.8 九州工大 95.3 名古屋大 93.5 

2011 福井大 94.7 岐阜大 93.1 名古屋大 93.0 

2010 福井大 94.3 九州工大 93.9 東京工業大 91.3 

2009 福井大 97.2 長岡技科大 95.9 九州工大 95.8 

2008 福井大 95.3 九州工大 94.6 豊橋技科大 91.9 

大学通信調査の「全国大学就職率ランキング」 就職率＝就職者数÷（卒業者数-進学者数） 

福井大学が就職に強い３つの理由

福
井
大
学
の
取
組
は

全
国
で
も
注
目
さ
れ

書
籍
化
！

高い就職率！

大学通信調査「全国大学就職率ランキング 2014」において、本学は複数学部を有する国立大学において７年連続 1 位と

なりました。卒業生 1,000 人以上の国公私立大学においても４年連続 1位となり、高い就職率を保持しています。 

低い離職率！ 

在職期間３年以内の離職率(7.1%)は全国平均(31.0%)を大幅

に下回っており、企業からその高い定着率が評価されています。 

１．積極的なキャリア形成支援 

・地域と密着した人間力育成事業の実施

・日々進歩・変化する医療現場への適応能力育成 

・夢をかたちにする技術者育成の徹底 

２．学生を支える充実した就職支援体制 

・就職担当教員、キャリアカウンセラーが内定までサポート

・本学独自のキャリアサポートシステムの運用 

  ・就職活動の拠点サテライトキャンパスの設置 

３．きめ細かな就職支援活動の実施 

・充実した就職支援講座の開講 

 ＯＢ・ＯＧとの懇談会、学内合同・個別企業説明会 等 

参考：福井大学の教育と卒業生についてのアンケート

調査 2013(平成 25 年 11 月実施)及び「新規学卒就職

者の在職期間別離職率の推移(厚生労働省 HP) 

就職支援室キャリアカウンセラーによる就職相談

学内合同企業説明会

毎週開講される就職ガイダンス

詳しくは 福井大学 就職 検 索 

2.2%

5.8%
7.1%

13.0%

23.5%

31.0%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

在職１年以内 在職２年以内 在職３年以内

福井大学卒業生

全国平均

就活サポーター 

－学生の学生による就活支援－

就活サポーター主催パネルディスカ
ッションの様子 

内定後その体験を後輩に語る様子 

７

福大 ＨＯＴ ＮＥＷＳ 

■優れた地域医療人を輩出するハイクオリティーメディカルセンター 

平成２６年９月１６日 

新病棟オープン 

■最高・最新の医療体制の整備 

○鉄骨鉄筋コンクリート造、地上８階／地下１階建、４８８床（病院全体で６００床） 

 救急部、栄養部、手術部、集中治療部、滅菌管理部を配置 

○全国では少ない「臓器・疾患機能別病棟センター」を全病棟で実現しています。 

集学的診療体制による治療効果の向上を目的とし、病棟フロアごとにセンター化することで、

診断から入院、治療、退院までを切れ目なく完結させ、患者さん中心の医療を展開することが

できます。 

今後、平成３０年度完成を目指し、既存棟を改修。外来スペースの拡充、中央採血室や中央処

置室ゾーンの集約、患者さんのご家族が休憩や仮眠をとれる家族控室、患者総合支援センター

の設置などを計画しています。 

新病棟の配置図 

詳しくは 福井大学 病院 検 索 

■快適・安全な医療空間の提供 

売店・カフェを設置。災害時にはト

リアージスペースとして活用 

個室 Dタイプ 

（トイレ・シャワーユニット有） 

病棟 EV 前の談話室 

○１階部分には、売店、カフェを設置し、来院された方に快適にお過

ごしいただくことができます。また災害時にはトリアージスペース

（災害時に患者さんの重篤度に応じ治療の優先度や処理の方法につ

いて診断を行う場所）として活用するため、壁に酸素の供給、吸引

用の設備を設置しています。 

○食事サービスは、ニュークックチル方式（調理した物を急速冷却し、

低温状態で盛り付けてチルド保管。食事の時に再加熱して配膳する 

方式）を導入し、安全で適時・適温の食事を提供することができます。

○次世代ナースコールシステムの導入。 

看護師の持つスマートフォンと連携し、患者さん

の基本的な症状などの情報が表示され、適切な 

対応が迅速に行うことが可能となります。 

○救急医療体制を大幅に拡充 

 北米ＥＲ型救急（1 次救急から 3 次救急までのすべての救急患者の方

を受入）に対応するため、救急車入口と救急外来入口を分け、効率的

な動線を確保しました。救急搬送口を入って直ぐに除染室を設け、

広い処置室にはＣＴ装置を設置し、迅速な診断が可能となります。 

処置室にＣＴ装置を設置 

○先端医療機器や設備の導入 

手術中に血管造影が同時に行える、血管撮影装置と手術寝台を組み合

わせたハイブリッド手術室を始めとする先端医療機器や設備を導入、

また、手術部、集中治療部、滅菌管理部を効率的な動線で結び、人的、

物的な移動を最小限にすることで、患者さんの負担を軽減することが

できます。 ハイブリッド手術室を設置

○入院病棟は、個室を既存棟 75 床から 151 床

に大幅に拡大。また、無菌病室、緩和個室を

増やし、様々なニーズに対応することがで

きます。また、各病棟に談話室やデイコーナ

ーを設け、患者さんがご家族とくつろぐこ

とができます。 

安全・適時・適温の食事 
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財務レポートをお読みいただきありがとうございました。
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今後もみなさまに財務情報をわかりやすく説明するよう努めてまいります。
財務レポートに関するみなさまからのご意見を賜りますようお願いいたします。
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